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チェックシート
家庭でできるごみ減量のための工夫を、チェックシートにして 20 項目あ
げました。いくつできていますか？ ぜひチェックしてみてください。そ
して、ごみ減量に大切な「4Ｒ」（＝断る、減らす、再び使う、再生利用の
英語の頭文字）を意識し、無理なくできることから少しずつ実践しましょ
う。

ごみ、ちゃんと減らせてますか？

□1 レジ袋は断
り、マイバ

ックで買い
物

している。

□ 2 過剰な包装
は断ってい

る。

□ 3 割りばし、
ストロー、

使い捨ての
ス

プーンなど
はもらわな

い。

(断る )

□ 4 食べ残しがないように分量を工夫して料理している。
□ 5 食材などは、計画的に購入し、賞味期限内に使いきって

いる。
□ 6 紙コップ、割りばしなどは使用せずマイカップ、マイは

しを使用している。□ 7 キッチンペーパーなどはなるべく使用しない。□ 8 生ごみは、水分を切って容量を減らして出している。

(減らす）

□ 9 シャンプ
ーやリンスは

詰め替え用品
を使って

いる。

□10 古着は、リサ
イクルショッ

プやフリーマ
ー

ケットを利用し
ている。

□11 白色トレイは、
スーパーなどの

回収 BOX に

出している。

□12 ビールなどは、
リターナブル瓶

を購入してい

る。

□13 不用になったも
のも再利用して

いる。

（例：歯ブラシ
を掃除に使う）

□14 チラシの裏など
をメモ用紙とし

て使用してい

る。

□15 故障したものは
、修理して長く

使う。

(再び使う )

□16 ペットボトルのふたとラベル
は外し、洗って「資源ご

みの日」に出している。

□17 生ごみは、生ごみ処理機など
を利用し、庭などで自家

処理している。

□18 缶・ビンは分別して、「資源
ごみの日」に出している。

□19 新聞、雑誌、段ボールなど
は、「資源ごみの日」また

は地域の「集団回収」に出し
ている。

□20 ティッシュペーパーやお菓子
の箱など、資源となる紙

類は、燃えるごみに出さず「資
源ごみの日（ペットボトル・

古紙）」または地域の「集団
回収」に出している。

(再生利用）

漓「レジ袋を断る」 レジ袋は1枚約5～10ｇです
潺「食べ残しをなくす」 ご飯１膳で約140ｇの減量
潸「食材は使い切る」 きゅうり 1 本 90ｇ、納豆 45
ｇの減量
潯「生ごみは水分を切る」 もうひとしぼりするなど、
少しの工夫でごみの量は減らせます。
潛「詰め替え用品を使う」 シャンプーなどは、容器
を活用してごみの削減を！
澳「新聞・雑誌・段ボールは、資源ごみの日か集団
回収に出す」「資源ごみの日」には、缶・ビンとペッ
トボトル・古紙の日があります。新聞・雑誌・段ボー
ルは、ペットボトル・古紙の日に出していただくか、
地域の集団回収にお出しください。
澣「ティッシュペーパーやお菓子の箱は資源ごみの
日か集団回収に出す」
各ご家庭で燃えるごみとして出されがちな紙ごみ
（雑紙類）ですが、たばこの箱やお菓子の箱など、
名刺サイズ以上のもので紙リサイクルのマークがあ
ればリサイクル可能です。また使用済みのコピー用
紙なども資源として、お出しください。
※家庭用のシュレッダー済みの紙類は、名刺サイズ
より小さいので燃えるごみとなります。ご注意くだ
さい。 問合 生活環境課（市役所1階3番窓口）

ごみ減量度評価
無理なくできることから
少しずつ始めていきましょう。
少しずつ始められています。
できることをどんどん増やしていきましょ
う。
多くのことを実践できています。
慣れてきて、増やせる項目があればどんどん
増やしていきましょう。
ほとんどの項目を実践できています。
これからも続けていきましょう。
また、新しいアイデアがあれば実践してみて
はいかがでしょうか。

チェック数

0～5個

6～10個

11～15個

16～20個

■チェック数に応じたごみ減量度評価

チェックシートの解説
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蜷ごみ減量チェックシート／年金保険料の免除／旭小児童が中央商店街にエール

国
民
年
金
保
険
料
が
改
定
さ
れ
４

月
か
ら
１
万
５
１
０
０
円
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
４
月
分
か
ら
付

加
保
険
料
に
加
入
し
た
場
合
は
、
１

万
５
５
０
０
円
に
、
４
分
の
１
免
除

の
場
合
は
、
１
万
１
３
３
０
円
。
２

分
の
１
免
除
の
場
合
は
、
７
５
５
０

円
。
４
分
の
３
免
除
の
場
合
は
、
３

７
８
０
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま

す
。た

だ
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
を
免
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

特
に
、
退
職
・
失
業
が
原
因
に
な

っ
た
場
合
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
例
免
除
制
度
は
、
本
人
所
得
を

審
査
対
象
か
ら
除
外
す
る
の
で
、
一

般
の
免
除
申
請
よ
り
も
免
除
が
承
認

さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

な
お
万
一
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に

遭
っ
た
場
合
、
事
故
が
発
生
す
る
直

前
の
12
か
月
間
に
保
険
料
の
免
除
が

承
認
さ
れ
て
い
れ
ば
、
事
故
の
結
果

け
が
や
病
気
で
障
が
い
や
死
亡
と
い

っ
た
場
合
に
、
障
が
い
の
状
態
に
応

じ
て
障
害
年
金
を
、
子
ど
も
の
年
齢

な
ど
に
よ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
あ

る
妻
と
子
ど
も
な
ど
遺
族
は
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
必
ず
、
免
除
の
申
請
を
し
ま

し
ょ
う
。

退
職
（
失
業
）
に
よ
る特

例
免
除
制
度

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
申
請
す

る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退

職
（
失
業
）
し
た
人
の
場
合
、
審
査

の
対
象
と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し

て
審
査
を
行
い
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶

者
・
世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
と
き
は
除
き
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
年
金
手
帳
・
印

鑑
と
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
・

離
職
票
な
ど
失
業
し
た
こ
と
を
確
認

で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し
を

持
参
の
う
え
、
保
険
年
金
課
も
し
く

は
日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事
務
所

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

後
か
ら
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す

免
除
承
認
期
間
は
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
た
め
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
と
き
と
比
べ
て
、
将
来
受
け

る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
追
納
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
承
認
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

の
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、
当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

問
合

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）
ま
た
は
日
本
年
金
機
構

堺
西
年
金
事
務
所
（
蕁
０
７
２
・
２

４
３
・
７
９
０
０
）

退
職
・
失
業
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
人
へ

申
請
に
よ
り

さ
れ
ま
す
。

保
険
料
が
免
除

今年1月15日に火災被害にあった泉大津中央商店街の火
災跡を覆ったフェンスに、地元の旭小学校児童が手書きで
かいたイラストや励ましの言葉など約150点が、2月に貼
り出され、現在も商店街を力強く彩っています。
商店街では、火災の10日後に旭小の6年生児童らが職業
体験学習を行う予定でしたが、この被害で中止となりまし
た。落胆するかと思われた子どもたちでしたが、商店街に
元気になってもらおうと立ち上がったのです。
みんなで折った千羽鶴を贈ったり、駅や校門前などに立
って募金を集め、計59万8,227円を商店街に寄付したりし、
この一連の活動は新聞各紙にも取り上げられました。商店
街振興組合の迫下英治代表理事は「子どもたちの純粋な気
持ちに、とてもあたたかいものを感じています。素直に応
援してくれるこの気持ちがとても嬉しい。復興に向けて頑
張っていきたい」と話していました。

千羽鶴 募金 激励のイラスト

「立ち上がれ
ファイトだ商

店街」「立ち上がれ
ファイトだ商

店街」

「旭っ子のみんなも応援しています」

国民 年金

旭小児童 中央商店街にエール



20

平
成
22
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま

す
。
府
内
の
平
成
22
年
度
・
23
年
度

の
保
険
料
率
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
の
数
に

よ
っ
て
決
ま
る
被
保
険
者
均
等
割
額

は
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
４
万
９

０
３
６
円
。
所
得
割
額
が
被
保
険
者

の
所
得
に
９
・
３
４
％
を
か
け
た
金

額
に
決
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
最

高
限
度
額
は
50
万
円
と
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
は
、
７
月
に
決
定

平
成
22
年
度
の
保
険
料
は
、
７
月

に
決
定
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の

人
は
、
前
年
度
の
保
険
料
額
で
仮
徴

収
し
ま
す
。
ま
た
、
普
通
徴
収
（
納

付
書
や
口
座
振
替
な
ど
）
の
人
は
、

仮
徴
収
は
行
わ
ず
７
月
か
ら
の
納
付

と
な
り
ま
す
。

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

■
均
等
割
額
の
軽
減

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険

料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
が
、
次
の

と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
）の
総
所
得
金
額
等
が
、

基
礎
控
除
額
の
33
万
円
以
下
の
人

…
８
・
５
割
軽
減
さ
れ
、
７
３
５

５
円

②
①
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者

で
、
か
つ
当
該
世
帯
の
被
保
険
者

全
員
、
年
金
収
入
80
万
円
以
下

（
そ
の
他
各
種
所
得
が
０
円
）
の

人
…
９
割
軽
減
さ
れ
、
４
９
０
３

円
③
世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
）の
総
所
得
金
額
等
が
、

「
基
礎
控
除
額
33
万
円
＋
24
万
５

０
０
０
円
×
被
保
険
者
の
数
（
被

保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
を
除
く
）」

以
下
の
人
…
５
割
軽
減
さ
れ
、
２

万
４
５
１
８
円

④
世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
）の
総
所
得
金
額
等
が
、

「
基
礎
控
除
額
33
万
円
＋
35
万

円
×
被
保
険
者
の
数
」
以
下
の
人

…
２
割
軽
減
さ
れ
、
３
万
９
２
２

８
円

■
所
得
割
額
の
軽
減

所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者
の
う

ち
、
所
得
割
額
算
定
に
か
か
る
被
保

険
者
の
所
得
が
58
万
円
以
下
、
た
だ

し
年
金
収
入
の
み
の
場
合
は
、
そ
の

収
入
が
２
１
１
万
円
以
下
の
人
に
つ

い
て
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

■
そ
の
他
の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
に
お
い
て
、
会
社
の
健
康
保

険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
所
得
割
額
は
課
さ
れ
ず
、

被
保
険
者
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

問
合

▽
制
度
全
般
に
つ
い
て
…
府

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

（
蕁
06
・
４
７
９
０
・
２
０
２
８
）、

▽
保
険
料
納
付
な
ど
…
高
齢
介
護
課

（
市
役
所
１
階
８
番
窓
口
）

所得割額
被保険者の所得
×9.34％

被保険者均等割額
被保険者 1人当たり

49,036 円

保険料（年額）
（限度額 50万円）

4,903 円

7,355 円

24,518 円

39,228 円

9割

8.5 割

5割

2割

世帯の
総所得
金額等

（33万円＋35万円×被保険者の数） まで
基礎控除額

基礎控除額
（33万円＋24.5 万円×被保険者数） まで

被保険者である
世帯主を除く

所得の判定区分

基礎控除額
33万円まで

当該世帯の被保険者
全員の各所得

※ただし、公的年金等控除額は
80万円として計算する

0円

0円で
ない

同一世帯内
の被保険者
と世帯主

軽減
割合

軽減後の
被保険者
均等割額
（年額）

■平成 22年度・23年度の保険料計算式

■保険料軽減措置に関する所得条件など

※(A) …被保険者の所得は、年金収入のみの人で、その年金収入が 330
万円未満の場合は、年金収入額から公的年金等控除額の 120 万円と基礎
控除額の 33 万円を引いた金額となります。この額がマイナスになる場
合は 0 円です。ただし、遺族年金などの非課税年金は、年金収入額には
含みません。

※(A)

＝ ＋

保
険
料
率
が改
定
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

平
成
22
年
度

か
ら

「自分たちの街をきれいに！」をスローガンに、5月30日の
「ごみゼロの日」に合わせ、今年も市内の一斉清掃、「ごみゼロ
大作戦」を次のとおり行います。一人でも多くの市民、事業
者の皆さんのご参加をお願いします。
実施日時 5月30日豸 午前8時から2時間程度
※当日、雨天の場合は6月6日豸に順延。ただし小雨決行

清掃場所 私有地以外の公共の場所、および側溝
※清掃用具は、各人、各団体でご用意ください。
申込 参加いただく市民・団体には、市からごみ袋、および
土砂回収用の土のう袋10枚程度と実施要領を配布。4月30日
貊までに生活環境課へ
問合 生活環境課（市役所1階3番窓口）

5月30日豸 ごみゼロ大作戦実施
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介
護
保
険
の
保
険
料
は
、
次
の
要

件
Ａ
や
要
件
Ｂ
に
該
当
す
る
場
合
、

減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
の
要
件
Ａ

次
の
①
〜
⑤
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
保
険
料
の
段
階
が
第
３
段
階
の
人

で
、
申
請
日
時
点
で
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
の
人

②
世
帯
主
お
よ
び
す
べ
て
の
世
帯
員

の
前
年
中
の
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
、
失
業
給
付
な
ど
の
非
課
税
収

入
を
含
む
す
べ
て
の
収
入
金
額
、

ま
た
、
事
業
所
得
な
ど
の
収
入
で

売
上
原
価
な
ど
の
必
要
経
費
が
あ

る
収
入
に
つ
い
て
は
、
必
要
経
費

を
控
除
し
た
後
の
金
額
の
合
計
が

次
の
額
以
下
で
あ
る
人

▽
１
人
世
帯
…
前
年
中
の
収
入
金

額
　
１
１
１
万
円
以
下

▽
２
人
世
帯
…
前
年
中
の
収
入
金

額
　
１
５
７
万
円
以
下

▽
３
人
世
帯
…
前
年
中
の
収
入
金

額
　
２
０
３
万
円
以
下

以
降
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
46
万
円
を
加
算
す
る
。

③
所
得
税
・
市
民
税
の
扶
養
控
除
に

お
い
て
、
ま
た
健
康
保
険
な
ど
の

医
療
保
険
に
お
い
て
他
の
世
帯
の

被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
な
い
人

④
世
帯
全
員
が
、
現
に
居
住
し
て
い

る
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
に
資
産

を
有
し
て
い
な
い
こ
と
。
ま
た
、

現
に
居
住
し
て
い
る
土
地
に
つ
い

て
は
、
２
０
０
裃
（
約
60
坪
）
を

超
え
て
い
な
い
人

⑤
世
帯
全
員
の
銀
行
預
金
な
ど
の
元

本
合
計
が
３
５
０
万
円
以
下
で
あ

る
人

対
象
者
の
要
件
Ｂ

介
護
保
険
給
付

に
お
い
て
、
食
費
・
居
住
費
の
特
例

減
額
措
置
を
受
け
て
い
る
人

減
免
期
間

減
免
申
請
書
の
受
付
月

か
ら
当
該
年
度
の
３
月
分
ま
で
と
す

る
。
た
だ
し
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
仮
算
定
期
間

の
た
め
保
留
し
、
７
月
に
決
定

減
免
額

今
の
段
階
の
保
険
料
を
１

段
階
下
の
保
険
料
に
減
額

申
請

高
齢
介
護
課
の
窓
口
備
え
付

け
の
保
険
料
減
免
申
請
書
・
銀
行
な

ど
の
調
査
同
意
書
・
収
入
申
告
書
・

資
産
等
申
告
書
の
ほ
か
、
世
帯
全
員

の
銀
行
預
金
通
帳
な
ど
・
本
人
の
印

鑑
・
介
護
保
険
証
・
健
康
保
険
証
、

世
帯
全
員
の
給
与
証
明
書
や
年
金
の

支
払
通
知
（
源
泉
徴
収
票
）
な
ど
の

前
年
中
の
収
入
が
わ
か
る
も
の
を
持

参
の
う
え
、
高
齢
介
護
課
へ

な
お
、
こ
の
減
免
以
外
に
失
業
や

災
害
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
保
険
料
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
介
護
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合

高
齢
介
護
課
保
険
料
係
（
市

役
所
１
階
８
番
窓
口
）

史的なまちなみや文化の保全にかけるまちづく
り活動について、より多くの人により深く関心
をもってもらおうと、「第9回浜街道まつり」が

次のとおり開催されます。
日時 5月23日豸 午前10時～午後4時
場所 浜街道周辺（東港町・神明町・本町）
出展者・音楽部門出演者募集
浜街道まつりでは、歴史的家屋や倉庫をお借りし、地域に
お住まいの皆さんの手作りで、懐かしの生活民具展、町家説
明、子ども昔遊び、街角ギャラリー、アートクラフト展や手

作りショップ出展販売、ミュージックストリートなどの催し
が行われます。このまつりに出展、または出演いただける皆
さんを次のとおり募集します。
出展規定　①出展品は、オリジナル・手作り品に限る。ただ
し、販売をする場合は、浜街道まつりの主旨にそぐわない品
はお断りする場合あり　②電源、水道はなし　③発電機の持
ち込みは不可　④当日商品の搬入は、午前8時から9時とし、
搬入の後ただちに車両を撤去すること　⑤終了後、ごみは持
ち帰ること　⑥出展の許可は「許可証」の発行による　⑦参
加費として2000円要
出演者要領 ①のこぎりホールおよび街角（野外）で演奏し
ていただける人を募集　②ジャンルは不問。ただし浜街道ま
つりの主旨にそぐわない場合は、お断りする場合あり　③出
演ステージに限りがあるため、先着5グループ
申込 いずれも4月19日豺までに浜街道まつり実行委員会事
務局（市役所2階まちづくり政策課内）へ
なお、4月19日豺午後2時からのこぎりホール（東港町7ー
26）にて出店者・出演者への説明会を開催します。
問合 浜街道まつり実行委員会事務局（市役所2階まちづく
り政策課内）

浜街道まつり
開催

浜街道まつり第
９
回

開催

5/23
日

蜷後期高齢者医療制度の保険料率改定／ごみゼロ大作戦／
浜街道まつり開催／介護保険料減免制度

65 歳以上の介護保険料の

対象の人は、申請により
保険料が減額されます。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
発

的
な
特
定
非
営
利
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
市
民
活
動
を
活
発
に
す
る

た
め
、
公
募
に
よ
る
補
助
制
度
を
平

成
21
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
（
平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31

日
）
に
実
施
す
る
事
業
を
対
象
に
、

こ
の
補
助
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く

団
体
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
市

民
活
動
団
体
（
法
人
格
の
有
無
は
問

い
ま
せ
ん
）

①
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
こ
と

②
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

で
、
構
成
員
の
２
分
の
１
以
上
が

市
民
（
在
勤
、
在
学
含
む
）
で
あ

る
こ
と

③
市
か
ら
直
接
他
の
補
助
金
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

④
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
を
目
的
と

し
て
い
な
い
こ
と

審
査

５
月
30
日
豸
予
定
の
応
募
団

体
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
市
民
活
動
に
関
す
る
有

識
者
な
ど
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会

が
総
合
的
に
評
価
。
な
お
、
補
助
金

の
交
付
決
定
は
６
月
上
旬
を
予
定

申
込

企
画
調
整
課
、
ま
た
は
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
内
の
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
４
月
30
日
貊
ま
で

に
、
企
画
調
整
課
に
直
接
提
出
（
郵

送
不
可
）。
な
お
申
請
書
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能昨

年
度
の
助
成
団
体
に
よ
る

報
告
会
を
開
催

平
成
21
年
度
の
助
成
団
体
に
よ
る

事
業
報
告
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
助
成
制
度
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
団
体
や
、
申
請
を
お
考
え
の
団

体
の
皆
さ
ん
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
昨
年
度
の
助

成
団
体
と
そ
の
事
業
内
容
を
左
表
に

示
し
ま
す
。

日
時

４
月
18
日
豸

午
前
10
時
〜

場
所

市
役
所
３
階
大
会
議
室

「
泉
大
津
市
が
ん
ば
ろ
う
基
金
」

へ
の
寄
付
に
ご
協
力
を

こ
の
補
助
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
寄
付
と
原
則
同
額
を
市
も
積
立

て
て
い
る
「
泉
大
津
市
が
ん
ば
ろ
う

基
金
」
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
の
円
滑
な
運
用
の
た
め
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
、

寄
付
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

企
画
調
整
課（
市
役
所
４
階
）

　　　　　　活動支援
設立後 2年以上の団体

団体がこれまで行ってきた活動の
拡充を図る事業または活動の発展
を目的に次の一歩として新たに行
う事業

補助対象経費の総額から補助対象
事業に係る収入の額を控除した額
の 2分の 1または 50万円のいず
れか低い方を上限とします。
事業内容を審査したうえで、予算
の範囲内で補助金を決定します。
（同一団体につき 3回まで）
※継続して補助を受けようとする
場合でも、年度ごとに申請し、審
査を受ける必要があります。

対象団体

　

対象事業

補助金額

　　　　　　初期支援
設立後 2年未満の団体

団体の自立を促進し、活動を軌道
にのせるための事業

補助対象経費の総額から補助対象
事業に係る収入の額を控除した額
の 2分の 1または 30万円のいず
れか低い方を上限とします。
事業内容を審査したうえで、予算
の範囲内で補助金を決定します。
（同一団体 1回限り）

助成制度の概要

申請書の提出日を基準日とする
泉大津市民が受益者となり得る公益的な事業
公益的な事業とは、「特定非営利活動促進法（NPO法）に定める 17
分野に該当する事業」をいいます。（注）
なお、構成員のみを対象とした共益的な事業は対象外となります。

①保健、医療または福祉の増進を図る活動
②社会教育の推進を図る活動
③まちづくりの推進を図る活動
④学術、文化、芸術又はスポーツの振興を
　図る活動
⑤環境の保全を図る活動
⑥災害救助活動
⑦地域安全活動
⑧人権の擁護または平和の推進を図る活動
⑨国際協力の活動
⑩男女共同参画社会の形成の促進を図る活動
⑪子どもの健全育成を図る活動
⑫情報化社会の発展を図る活動
⑬科学技術の振興を図る活動
⑭経済活動の活性化を図る活動
⑮職業能力の開発または雇用機会の拡充を
　支援する活動
⑯消費者の保護を図る活動
⑰前各号に掲げる活動を行う団体の運営また
　は活動に関する連絡、助言または援助の活
　動

「特定非営利活動促進法（NPO法）に
定める 17分野に該当する事業」

（注）

団
体
の
自
発
的
な
非
営
利
活
動
を
応
援
す
る
「
泉
大
津
市
が
ん
ば
ろ
う
基
金
」。
設
立
後
2
年
以
上
の
団
体
へ

は
、
活
動
支
援
金
と
し
て
上
限
50
万
円
を
補
助
し
ま
す
。
設
立
が
2
年
に
満
た
な
い
団
体
へ
も
上
限
30
万
円

の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
事
業
に
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

朗読ボランティア
「泉大津あめんぼ」
泉大津おやこ劇場

ひまわり大作戦
実行委員会
北豊中パークの会
精神保健福祉ボラン
ティア「はなみずき」

朗読ボランティア養成講座
のための学習会事業
一日まるごと
舞台芸術鑑賞会事業
ひまわり大作戦 2009 事業

豊中北公園の花壇設営事業
精神保健福祉ボランティア
養成講座開催事業

主な事業交付団体名
（参考）H21年度 特定非営利活動支援補助金 交付団体

特
定
非
営
利
補
助
金
の
申
請
団
体
を
募
集
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市
で
は
、「
出
前
講
座
」
と
題
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
、

聞
い
て
み
た
い
と
い
う
本
市
の
施
策

や
事
業
、
制
度
の
仕
組
み
な
ど
を
、

担
当
の
職
員
が
指
定
の
場
所
に
出
向

き
、
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
こ
の
出
前
講
座
の
メ

ニ
ュ
ー
を
大
幅
に
増
や
し
、
左
表
の

と
お
り
全
44
項
目
ご
用
意
し
ま
し

た
。出

前
講
座
を
受
講
で
き
る
の
は
、

原
則
と
し
て
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
す
る
、
お
お
む
ね
10
人
以

上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
す
。
１
講

座
当
た
り
お
よ
そ
90
分
以
内
で
、
実

施
場
所
は
原
則
市
内
に
限
り
ま
す
。

会
場
の
手
配
や
準
備
は
申
し
込
ん
だ

人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
申
し
込
み
は
開
催
の
約

３
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
、
も
し
く

は
直
接
窓
口
に
て
担
当
課
へ
お
願
い

し
ま
す
。
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
詳
細

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
担
当
課
へ
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た

は
善
良
な
風
俗
に
反
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
と
き
や
、
政
治
・
宗
教
・
営

利
・
陳
情
・
要
望
を
目
的
と
し
た
催

し
な
ど
を
行
う
お
そ
れ
の
あ
る
と
き

は
出
前
講
座
を
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

問
合

企
画
調
整
課
（
市
役
所
４
階
）

講座メニュー 担当課
自転車のめいわく駐車対策について 土木課
都市計画による「街路」の整備について 街路課
南海本線の高架化事業について 街路課
みんなで育てる地域の公園 みどり推進室
泉大津市のまちづくりの変遷と
　泉大津市都市計画マスタープランについて まちづくり政策課
泉大津の景観まちづくりについて まちづくり政策課
泉大津市がんばろう基金、
　特定非営利活動支援補助事業について 企画調整課
選挙制度の豆知識 選挙事務局
統計調査にご協力を！ 情報システム室
市税のしくみ 税務課
情報公開請求について 総務課
個人情報開示請求について 総務課
家を建てるときの手続き及び
　チェックポイントについて まちづくり政策課
木造住宅の耐震診断・改修補助制度について 建築住宅課
水道事業について 水道業務課・水道工務課
公共下水道について 下水道整備課
悪質商法などに関する消費者問題について 産業政策課
諸証明の申請・発行について 市民課
墓地の諸手続きについて 市民課
人権研修 (講座 ) 人権啓発課
男女共同参画研修 (講座 ) 人権啓発課
ごみ減量・分別のための出前講座 生活環境課
労働問題について 労働政策課
就労相談について 労働政策課
市民協働について 労働政策課
認知症予防について 健康推進課
肝臓がんの予防について 健康推進課
乳幼児の健康・育児について 健康推進課
介護保険制度 高齢介護課
長寿（後期高齢者）医療制度 高齢介護課
出張「介護予防（健康づくり）講座」 高齢介護課
高齢者福祉の現状とサービスについて 高齢介護課
メタボリックシンドロームについて 保険年金課
子育て支援講座 児童福祉課
障害福祉を理解しよう
（共に生きる社会をめざして） 障害福祉課
「いのち」のリレー出前講座 市立病院総務課
国際交流事業について 企画調整課
フカキ人材育成事業について 企画調整課
学校教育について 指導課
公立幼稚園について 指導課
泉大津市の歴史、文化財について 生涯学習課
防災出前講座 危機管理課
防火講演 消防本部
消火・避難訓練 消防本部
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わかりにくい市の事業…この制度の仕組みに
ついて、もっと詳しく知りたい…　でも、役所
に出向く時間はないし…。
そんなご要望にお応えするのが、全44項目の

「出前講座」です。担当の職員が、市民の皆さん
の「ご注文」に応じて、講座を迅速に「出前」
いたします。市内在住・在勤・在学の10人以上
のグループであれば、どなたでもお申し込みい
ただけます。ぜひ、ご活用ください。

市職員による、市施策などの解説講座です

内容ぎっしりの講座をお届けします！

蜷出前講座


